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人
文
学
会
の
主
な
活
動
は
「
学
会
誌
『
人
文
研
究
』
の
刊
行
、
学
生
部
会
誌
『PLU

Si

』
の
刊
行
、
研
究
会
・
講
演
会
な
ど
の

後
援
、
学
科
祭
活
動
の
後
援
、
学
生
活
動
の
後
援
、
Ｈ
Ｐ
の
運
営
な
ど
」（
人
文
学
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
で
あ
る
よ
う
に
、
学
生
会
員

に
よ
る
活
動
は
、
そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
い
え
る
。
こ
の
学
生
活
動
を
組
織
的
に
リ
ー
ド
す
る
の
が
学
生
部
会
で
あ
る
（
学
生

部
会
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
一
九
日
刊
行
『PLU

Si V
O
L. 9

』
に
記
述
（p. 5

）
が
あ
る
の
で
、
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
）。
私
は
、
二
〇
一
一
年
度
よ
り
人
文
学
会
の
常
任
委
員
を
し
て
い
る
が
、
学
生
部
会
の
学
生
た
ち
の
知
性
・
感

性
・
意
欲
に
は
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
学
生
部
会
の
活
動
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
試
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
昨
年
度
と
今
年
度
に
あ
っ
た
そ
う
し
た
新
し
い
試
み
を
二
つ
紹
介
し
、
今
後
の
学
生
部
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
学
生
文
化
奨
励
賞
表
彰
式
に
お
け
る
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
以
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
表
彰
式
お
よ
び
懇
談
会
に
加
え
て
、
受
賞
学
生
に
よ
る
自
作
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
初
め
て
実
施
さ
れ
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た
。
こ
れ
に
よ
り
、
表
彰
式
は
、
学
生
に
よ
る
文
化
創
造
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
場
に
な
り
、
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
と

実
感
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
九
日
に
本
学
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
人
文
学
会
創
立
六
〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
学
生
部
会
の
学
生
に
企
画
・
運
営
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
人
文
学
会
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
学

生
が
中
心
に
行
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、「「
か
た
ち
」
で
伝
え
る
」
と
い
う
も
の
で
、
第
一
部
の

「〝
動
き
〞
で
作
る
〝
か
た
ち
〞「
手
話
ダ
ン
ス
ラ
イ
ブ
」」
で
は
、
手
話
を
取
り
入
れ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
（
メ
ン
バ
ー
の
一
人
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
さ
ん
は
神
大
Ｏ
Ｂ
）
に
よ
る
手
話
で
伝
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
会

場
全
体
が
生
命
力
み
な
ぎ
る
空
間
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
第
二
部
の
「〝
描
写
〞
で
伝
え
る
〝
か
た
ち
〞「
対
談
」」
で
は
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
本
学
外
国
語
学
部
特
任
教
授
の
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
先
生
、
本
学
外
国
語
学
部
准
教
授
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ウ
エ
ル

カ
ー
先
生
、
そ
し
て
、
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
の
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
さ
ん
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
・
漫
画
で
の
表
現
に
つ
い
て
の
対
談
が
行

わ
れ
、「
か
た
ち
」
で
伝
え
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
と
て
も
興
味
深
い
・
刺
激
的
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
記
念
イ

ベ
ン
ト
は
、
学
生
部
会
の
学
生
の
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
ま
た
、
そ
れ
を
熱
心
に
支
援
し
て
く
れ
た
人
文

学
会
常
任
委
員
の
深
澤
先
生
の
功
績
も
大
き
い
と
思
う
。
学
生
の
主
体
的
活
動
と
そ
れ
を
支
援
す
る
教
員
と
の
組
み
合
わ
せ
が
大

切
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
以
上
、
学
生
部
会
に
よ
る
二
つ
の
新
し
い
試
み
を
紹
介
し
た
が
、
現
在
、
学
生
部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
四
名
と
、
以
前
に

比
べ
る
と
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
内
容
は
充
実
し
て
い
る
の
だ
が
、
や
は
り
そ
れ
を
継
承
し
て
い
く
学
生
が
い

な
い
と
い
い
意
味
で
の
本
学
の
文
化
的
伝
統
が
消
え
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
強
制
的
に
で
は
な
く
、
学
生
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が
自
発
的
に
活
動
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、
課
題
と
し
て
私
た
ち
人
文
学
会
常
任
委
員
を
は
じ
め
と
す

る
教
員
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。




